





































































 実験 3 では，実験 1 の直後テストを使用し，最終テストの保持期間を参加者間要因とし
て操作した。その結果，一連の実験と同様に自由再生率にテスト効果は認められず，むし
ろ，取り組む学習方法によっては，再学習するよりも自由再生率が低くなっていた（学習
-学習 > 再認-再認）。 










第 2 章ではテスト効果が生じなかったと考えられる。 
第 3 章 初期テストのテスト形式を操作した検討 





































































第 4 章 総合考察 
本研究ではテスト効果を説明する理論の 1 つであるエピソード文脈説の説明可能性を検
討した。第 2 章では初期テストのテスト形式およびテスト形式を組み合わせることで，テ
スト効果を説明する理論ごとに異なる結果を予測して検討した。続く第 3 章ではエピソー
ド文脈説が過程している学習時の処理文脈を再現する処理過程を記憶成績以外の指標を用
いることで，エピソード文脈説の説明可能性を検討した。一連の検討から初期テストにお
いて学習時の処理文脈を再現することは，テスト効果が生じるか否かにとって重要な役割
を果たしていることに加えて，再生テスト以外のテストを用いた場合でも，学習時の処理
文脈を再現しながらテストに取り組むことで，テスト効果が生じうることが示された。し
たがって，本研究ではテスト効果の説明理論として，エピソード文脈説は包括的な理論で
あると位置付けた。一方で，記憶成績以外の指標を用いた学習時の処理文脈を再現する処
理過程の測定では，一貫した結果は得られなかったものの，一定の有用性は見出された。
そのため，その有用性や測定方法についてはさらに検討していく必要性が示された。 
最後に，再認テストは再生テストとは異なる側面を持ち，交互作用する変数も異なる。
そのため，再生テスト以外のテストを用いて検討していくことが必要である。このような
テスト効果のメカニズムを明らかにする検討だけではなく，テスト効果の応用可能性を検
討していき，それぞれの研究によって得られた知見を統合していくことで，状況にあわせ
たテストの最適な運用の提案につながるだろう。 
